
変 更 後 部 分 の み 存 在 す る と き は 、 当 該 変 更 後 部 分 を 加 え る 。

変 更 後 変 更 前

（定義） （定義）
第２条 この規約で「発酵乳」及び「乳酸菌
飲料」とは、食品衛生法（昭和22年法律第
233号）の規定に基づく乳及び乳製品の成


分規格等に関する命令


（昭和26年厚生省令
第52号）に適合するものであって、次に掲
げるものをいう。

第２条 この規約で「発酵乳」及び「乳酸菌
飲料」とは、食品衛生法（昭和22年法律第
233号）の規定に基づく乳及び乳製品の成


分規格等に関する省令


（昭和26年厚生省令
第52号）に適合するものであって、次に掲
げるものをいう。

（その他の表示事項等） （その他の表示事項等）
第５条 発酵乳乳酸菌飲料公正取引協議会
（以下「公正取引協議会」という。）は、第
１条の目的を達成するため、特に必要があ
ると認める場合には、前二条に規定する事
項のほか、これらの事項に関連する特定の
表示事項又は表示基準を施行規則


により定

めることができる。

第５条 発酵乳乳酸菌飲料公正取引協議会
（以下「公正取引協議会」という。）は、第
１条の目的を達成するため、特に必要があ
ると認める場合には、前二条に規定する事
項のほか、これらの事項に関連する特定の
表示事項又は表示基準を規則


により定める

ことができる。
（不当表示等の禁止） （不当表示等の禁止）
第６条 事業者は、発酵乳・乳酸菌飲料の取
引に関し、次の各号に掲げる表示をしては
ならない。

第６条 事業者は、発酵乳・乳酸菌飲料の取
引に関し、次の各号に掲げる表示をしては
ならない。

～ （略） ～ （略）


事業者が自己の供給する発酵乳・乳酸

菌飲料の取引について行う表示であっ

て、一般消費者が当該表示であることを

判別することが困難であるもの（ステル

スマーケティング）



（略） 


（略）

（違反に対する調査） （違反に対する調査）
第９条 公正取引協議会は、第３条、第４条
若しくは第６条の規定又は第５条の規定に
基づく施行規則


に違反する事実があると思

料するときは、関係者を招致し、事情を聴
取し、関係者に必要な事項を照会し、参考
人から意見を求め、その他必要な調査を行
うことができる。

第９条 公正取引協議会は、第３条、第４条
若しくは第６条の規定又は第５条の規定に
基づく規則


に違反する事実があると思料す

るときは、関係者を招致し、事情を聴取し、
関係者に必要な事項を照会し、参考人から
意見を求め、その他必要な調査を行うこと
ができる。

２・３ （略） ２・３ （略）

（違反に対する措置） （違反に対する措置）
第10条 （略） 第10条 （略）
２ 公正取引協議会は、前項の警告を受けた
構成事業者が、その警告に従って


いないと

認めるときは、その構成事業者に対し、30
万円以下の違約金を課し、除名処分をし、
又は消費者庁長官に必要な措置を講ずるよ
う求めることができる。

２ 公正取引協議会は、前項の警告を受けた
構成事業者が、その警告に従つて


いないと

認めるときは、その構成事業者に対し、30
万円以下の違約金を課し、除名処分をし、
又は消費者庁長官に必要な措置を講ずるよ
う求めることができる。

３ （略） ３ （略）

附 則

こ の 規 約 の 変 更 は 、 規 約 の 変 更 に つ い て 公 正 取 引 委 員 会 及 び 消 費 者 庁 長 官 の 認 定 の 告 示 が あ っ た 日

か ら 施 行 す る 。

一 リ ー ガ ロ イ ヤ ル ホ テ ル

期 間 令 和 八 年 十 一 月 十 四 日 か ら 同 月 十 五 日 ま で

対 象 特 別 要 人 所 在

施 設 の 所 在 地

大 阪 府 大 阪 市 北

区

中 之 島 五 丁 目 三 番 六 十 八 号

対 象 特 別 要 人 所 在

施 設 の 敷 地

大 阪 府 大 阪 市 北

区

中 之 島 五 丁 目 三 番 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ）

対 象 特 別 要 人 所 在

施 設 に 係 る 対 象 施

設 周 辺 地 域

大 阪 府 大 阪 市 福

島 区

鷺 洲 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で 、 玉 川 一 丁 目 か ら 四 丁 目 ま で 、

野 田 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で （ い ず れ も 次 の 図 面 に 示 す 部

分 に 限 る 。 ） 、 福 島 一 丁 目 か ら 五 丁 目 ま で 、 六 丁 目 及 び 七

丁 目 （ い ず れ も 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 並 び に 八 丁

目 並 び に 吉 野 一 丁 目 及 び 二 丁 目

大 阪 府 大 阪 市 西

区

靱 本 町 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で 、 江 戸 堀 一 丁 目 か ら 三 丁 目

ま で 、 江 之 子 島 一 丁 目 及 び 二 丁 目 、 川 口 一 丁 目 及 び 二 丁

目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 京 町 堀 一 丁 目 か ら 三

丁 目 ま で 、 土 佐 堀 一 丁 目 か ら 三 丁 目 ま で 並 び に 西 本 町 一

丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 二 丁 目 及 び 三 丁 目

大 阪 府 大 阪 市 北

区

梅 田 二 丁 目 及 び 三 丁 目 （ い ず れ も 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に

限 る 。 ） 、 大 淀 南 三 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、

曾 根 崎 新 地 二 丁 目 、 堂 島 二 丁 目 及 び 三 丁 目 、 堂 島 浜 一 丁

目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 二 丁 目 並 び に 中 之

島 二 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 三 丁 目 か ら

六 丁 目 ま で

大 阪 府 大 阪 市 中

央 区

淡 路 町 四 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 今 橋 四 丁

目 、 瓦 町 四 丁 目 （ 次 の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 北 浜 四

丁 目 、 高 麗 橋 四 丁 目 、 道 修 町 四 丁 目 、 平 野 町 四 丁 目 （ 次

の 図 面 に 示 す 部 分 に 限 る 。 ） 、 備 後 町 四 丁 目 （ 次 の 図 面 に

示 す 部 分 に 限 る 。 ） 及 び 伏 見 町 四 丁 目

令
和

年


月

日
月
曜
日

第




号

官
報

〇 警 察 庁 告 示 第 十 号

重 要 施 設 の 周 辺 地 域 の 上 空 に お け る 小 型 無 人 機 等 の 飛 行 の 禁 止 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 八 年 法 律 第

九 号 ） 第 三 条 の 二 第 一 項 か ら 第 三 項 ま で の 規 定 に 基 づ き 、 対 象 特 別 要 人 所 在 施 設 及 び 当 該 対 象 特 別 要

人 所 在 施 設 の 敷 地 又 は 区 域 並 び に 当 該 対 象 特 別 要 人 所 在 施 設 に 係 る 対 象 施 設 周 辺 地 域 を 次 の と お り 指

定 す る 。
令 和 八 年 十 一 月 二 日 警 察 庁 長 官 楠 芳 伸




		2026-10-30T15:01:41+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



